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◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

二
月
二
十
二
日
に
開
会
し
た

三
月
定
例
会
で
、
久
保
田
市
長

は
平
成
十
三
年
度
の
施
政
方
針

を
表
明
。
基
本
姿
勢
と
基
本
政

策
を
述
べ
る
と
と
も
に
新
年
度

予
算
案
の
概
要
を
説
明
し
ま
し

た
。十

三
年
度
当
初
予
算
は
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
予

算
総
額
は
九
百
四
十
七
億
二
千

二
百
三
十
七
万
七
千
円
。
そ
の

う
ち
一
般
会
計
は
五
百
十
四
億

三
月
十
八
日
a

に
第
二
十
七

回
善
法
文
化
祭
が
善
法
隣
保
館

で
開
か
れ
ま
す
。

「
広
げ
よ
う
地
域
の
”　

わ
“

高
め
よ
う
文
化
の
”　わ

“　
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
活
動
の
成
果

な
ど
の
展
示
、
保
育
所
保
護
者

の
和
太
鼓
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
、
喜
老
会
の
コ
ー
ラ
ス
、
子

ど
も
た
ち
の
英
語
の
歌
と
踊
り
、

手
作
り
紙
芝
居
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
模
擬
店
な
ど
多
彩
な
催
し

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
文
化
祭
前
夜
の
十
七

日
g

、
午
後
七
時
か
ら
は
善
法

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
記
念

講
演
会
と
し
て
地
域
で
今
年
四

月
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
紹
介
ビ
デ

オ
上
映
と
Ｎ
Ｐ
O
東
三
条
希
望

の
会
の
安
田
茂
樹
理
事
長
に
よ

る
「
地
域
で
の
福
祉
活
動
」
に

つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
課
題
で
す
。
差
別

を
無
く
し
、
お
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
明
る
い
社
会
を
作

る
た
め
に
、
同
和
問
題
を
学
習

し
、
理
解
す
る
場
と
し
て
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
…
３
月
18
日
a

、
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館

▽
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
1

23

・
３
２
３
７
）

円
、
伸
び
率
は
前
年
度
よ
り
一

・
九
％
減
で
、
三
年
連
続
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
緊
縮
・
健
全
実
行

型
の
予
算
と
言
え
ま
す
。

わ
が
国
の
経
済
は
、
企
業
部

門
を
中
心
に
自
律
的
回
復
に
向

け
た
動
き
が
継
続
し
、
全
体
と

し
て
は
緩
や
か
な
改
善
が
続
い

て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
雇
用

や
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
、
自
動
車
製
造

工
場
の
移
転
問
題
や
金
融
機
関

の
事
業
譲
渡
等
に
よ
り
非
常
に

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
に
直
面

し
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
実
感

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
十
三
年
度
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
健
全
財

政
と
行
財
政
改
革
の
推
進
と
い

う
観
点
か
ら
、
経
費
全
般
に
つ

い
て
徹
底
し
た
見
直
し
を
進
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
四
次
総

合
計
画
の
初
年
度
に
ふ
さ
わ
し

い
創
意
工
夫
の
予
算
編
成
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
十
三

年
度
の
特
例
措
置
と
し
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
対
策
を
は
じ

め
少
子
・
高
齢
化
対
応
、
情
報

技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
推
進
や
環
境

問
題
へ
の
対
応
を
中
心
に
「
特

別
枠
予
算
」
を
設
定
。
ま
た
三

月
一
日
に
は
市
制
施
行
五
十
周

年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

市
民
参
加
の
も
と
に
実
施
し
ま

す
。
生
活
者
本
位
の
視
点
に
立

ち
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
に
心
掛
け
、
二

十
一
世
紀
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
諸
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。歳

入
で
は
、
四
十
八
％
を
占

め
る
市
税
収
入
を
前
年
度
比
三

・
三
％
減
の
二
百
四
十
六
億
八

千
三
百
六
十
五
万
四
千
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
恒
久
的
な
減

税
や
地
域
経
済
の
低
迷
等
に
よ

り
、
個
人
所
得
や
企
業
収
益
が

落
ち
込
む
と
い
う
厳
し
い
税
収

環
境
と
な
り
ま
す
が
、
地
方
交

付
税
や
地
方
特
例
交
付
金
、
減

税
補
て
ん
債
に
加
え
、
今
回
改

正
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
地
方
財
政
計
画
上
の
財
源
補

て
ん
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
等

の
蓄
積
財
源
を
適
切
、
効
果
的

に
活
用
し
ま
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
市
民
の

暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
消

防
・
防
災
施
設
整
備
や
身
近
な

生
活
周
辺
の
整
備
の
促
進
、
今

日
的
な
課
題
で
あ
る
景
気
回
復

・
地
域
産
業
振
興
施
策
、
少
子

・
高
齢
化
対
策
、
地
球
環
境
問

題
へ
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を

は
じ
め
道
路
・
街
路
・
公
園
等

の
都
市
基
盤
整
備
事
業
等
の
推

進
、
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
、

教
育
施
設
環
境
整
備
や
地
域
文

化
の
振
興
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
都
市
基
盤
整

備
事
業
で
は
黄
檗
山
手
線
・
宇

治
槇
島
線
・
新
宇
治
淀
線
な
ど

の
道
路
整
備
、
少
子
高
齢
化
対

策
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
児
童
虐

待
防
止
対
策
や
痴
ほ
う
性
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
補

助
、

（仮）
西
小
倉
老
人
園
芸
ひ
ろ

ば
の
整
備
、
教
育
施
設
環
境
整

備
で
は
小
・
中
学
校
大
規
模
改

造
事
業
、
給
食
・
調
理
環
境
充

実
費
、
育
成
学
級
施
設
整
備
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
消

防
署
の
老
朽
化
や
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
に
対
応
し
た

（仮）
「
市
民
健
や

か
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防
災
施
設
」

の
建
設
費
や
木
幡
河
原
・
黄
檗

・
宇
治
下
居
の
各
市
営
住
宅
建

て
替
え
事
業
費
、

（仮）
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
前
複
合
施
設
整
備
費
な
ど
も

計
上
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
各
予
算
案
を
審

議
す
る
た
め
、
予
算
特
別
委
員

会
（
十
六
人
）
を
設
置
。
同
委

員
会
は
三
月
九
日
f

か
ら
始
ま

り
二
十
六
日
b

ま
で
の
審
査
日

程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
で
は
予
算
案

の
ほ
か
条
例
の
制
定
や
一
部
改

正
な
ど
を
審
議
す
る
予
定
で
す
。

宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
二
日
に
開

会
。
三
月
二
十
九
日
ま
で
の
三
十
六
日
間
の
会
期
で

審
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
日
に
は
、
久
保
田
市
長

が
施
政
方
針
を
表
明
し
、
十
三
年
度
当
初
予
算
案
な

ど
二
十
九
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
回
は
十
三
年

度
の
予
算
案
や
施
政
方
針
と
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

財
政
課
（
1

内
線
２
１
０
３
）

問

ＪＲ奈良線が便利で快適に

市政情報放送中

（月～金曜、午前9時から

「宇治市探検」ほか）宇治市制施行50周年

▲（仮）市民健やかセンター・消防防災施設完成予想図

予
算
編
成
の
考
え
方

予
算
特
別
委
で
集
中
審
議

２
・
５
面
に
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
を
掲
載

市議会3 月定例会　13年度予算案など審議中

947 億 2237 万 7 千円予 算
総 額

創
意
工
夫
の
予
算
編
成

少
子
・
高
齢
化
対
応
、
情
報
技
術
の
推
進
な
ど

広
げ
よ
う
地
域
の
”　

わ
“

高
め
よ
う
文
化
の
”　

わ
“　

善
法
文
化
祭

宇治市少年少女合唱団
第22回定期演奏会

宇治市制施行50周年記念テレビ広報

『さわやか宇治』

3 月 24 日（土）

午後 5 時から15分間
ＫＢＳ京都 ＵＨＦ34CH

ＪＲ奈良線が便利で快適に
3月18 日（日） 午後1時半開演

（午後１時開場）

文化センター大ホール

第1部　ミュージカル「11ぴきのネコ」
第2部　合唱
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児童。詳しくは文化自治振興課（1内線2223）へ。

新入団員募集
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～宇治駅の改築、JR小倉駅の開業～
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久
保
田
市
長
は
、
二
月
二
十
二
日
の
市
議
会

三
月
定
例
会
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な　
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
発
表
し　
ま
し　
た
。

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持

を
い
た
だ
き
第
十
四
代
宇
治
市

長
に
就
任
し
、
再
び
市
政
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
、
最
初
の
宇
治
市

政
を
あ
ず
か
る
市
長
と
し
て
本

市
が
歩
ん
で
い
く
基
盤
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

任
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る

と
と
も
に
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
と
魅

力
あ
る
宇
治
市
を
築
い
て
い
く

た
め
の
出
発
点
と
し
て
、
今
後

の
市
政
運
営
に
あ
た
る
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
経
済
状
況
は

右
肩
上
が
り
の
成
長
が
止
ま
り
、

回
復
基
調
に
あ
る
と
は
い
え
個

人
消
費
の
低
迷
、
金
融
機
関
の

再
編
、
高
水
準
の
倒
産
な
ど
、

今
後
も
一
挙
に
好
転
す
る
と
は

予
測
し
が
た
く
、
経
済
成
長
率

は
低
い
ま
ま
で
推
移
し
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
子
・
高
齢
社
会
の
到

来
、
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
情

報
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
ま
く
社
会
構
造

は
大
き
く
か
つ
急
激
な
速
度
で

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
の

行
政
運
営
は
、
社
会
の
変
化
を

的
確
に
と
ら
え
、
制
度
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
創

意
に
あ
ふ
れ
た
政
策
の
発
想
と
、

将
来
を
見
据
え
た
長
期
的
な
展

望
に
立
っ
た
施
策
の
展
開
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、

行
政
改
革
を
不
断
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
行
政
の
責
任
領
域

の
見
直
し
、
客
観
的
な
指
標
に

基
づ
く
施
策
の
実
施
、
行
政
運

営
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、
民
間

活
力
の
活
用
な
ど
の
行
政
シ
ス

テ
ム
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

十
三
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
第
四
次
総
合
計
画
は
、
二
十

一
世
紀
の
最
初
の
十
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る
極

め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な

住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

都
市
」
を
二
十
一
世
紀
の
め
ざ

す
べ
き
都
市
像
の
基
本
理
念
と

し
、
新
し
い
宇
治
市
の
創
造
を

め
ざ
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
、
明
る
い
展

望
と
夢
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
宇

治
市
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
「
京
都
府
と
協
調
し
、
都

市
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
二
十
一

世
紀
の
ふ
る
さ
と
宇
治
の
創
造
」

「
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支

援
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
個
性
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
」
「
良
識

あ
る
市
民
の
声
を
集
め
、
独
善

と
偏
見
を
排
し
た
市
民
自
治
を

確
立
す
る
」
こ
と
を
基
本
姿
勢

と
し
、
次
の
五
つ
の
基
本
政
策

に
基
づ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
効

率
的
で
、
存
在
感
の
あ
る
諸
施

策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
で
潤
い
の
あ
る
利
便
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
み
よ

い
居
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
、
道
路
網
の
整
備
で
は
、
東

宇
治
地
域
の
交
通
渋
滞
解
消
を

図
る
幹
線
道
路
・
黄
檗
山
手
線

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
に
着
手
、

新
宇
治
淀
線
の
Ｊ
Ｒ
交
差
部
築

造
、
宇
治
槇
島
線
の
早
期
完
成
。

ま
た
市
道
周
辺
土
地
を
利
用
し

て
、
高
齢
者
等
が
憩
え
る
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
「
人
に
や
さ

し
い
道
づ
く
り
事
業
」
も
実
施

し
ま
す
。
京
都
市
高
速
鉄
道
東

西
線
の
六
地
蔵
延
伸
事
業
で
は
、

平
成
十
六
年
度
の
開
通
に
向
け
、

本
市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
広

域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

を
図
り
ま
す
。

防
災
対
策
面
に
つ
い
て
は
、

消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
更

新
、
中
消
防
署
を
「（
仮
称
）　市

民
健
や
か
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防

災
施
設
」
と
し
て
移
転
改
築
を

行
い
、
消
防
本
部
を
含
む
災
害

対
策
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
活

用
を
図
り
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

環
境
問
題
で
は
、
「
環
境
都

市
・
宇
治
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

十
三
年
度
末
を
目
途
に
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証
取
得

に
努
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
自

治
体
づ
く
り
を
、
さ
ら
に
は
市

庁
舎
に
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
削
減
を
図
り
、
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
や
さ
し
い
庁

舎
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

市
民
の
皆
様
と
事
業
者
と
行
政

が
そ
の
役
割
と
責
任
を
相
互
に

理
解
し
合
い
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
「
資
源
循
環
型
社
会
」
の

シ
ス
テ
ム
形
成
の
た
め
に
努
力

し
ま
す
。
一
方
、
公
共
下
水
道

に
つ
い
て
は
、
処
理
場
施
設
の

拡
充
ま
た
管
渠
建
設
を
計
画
的

に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
普
及

率
及
び
水
洗
化
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

自
主
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
文
化
活
動
の
支
援
育
成
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
に
、
そ
の
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

全
国
に
「
源
氏
物
語
の
ま
ち

宇
治
」
を
発
信
し
た
紫
式
部
文

学
賞
・
市
民
文
化
賞
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
源
氏
ろ
ま
ん
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

教
育
関
係
で
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
連
携
を
図
り
、

創
意
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
子

供
た
ち
を
学
び
の
主
人
公
と
す

る
学
校
改
革
を
具
現
化
す
る
た

め
に
「
学
校
新
生
緊
急
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
を
展
開
。
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
心
の
支
え
と

し
て
の
適
応
指
導
教
室
や
メ
ン

タ
ル
フ
レ
ン
ド
推
進
事
業
、
ま

た
社
会
人
講
師
の
活
用
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
学

校
施
設
整
備
十
か
年
計
画
に
基

づ
き
良
好
な
教
育
環
境
の
確
保

と
施
設
の
維
持
・
保
全
に
努
め

ま
す
。
一
方
、
十
二
年
度
か
ら

1  3  
年
度
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

実
施
し
て
い
る
学
校
給
食
調
理

業
務
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
新

年
度
も
引
き
続
き
二
校
で
民
間

委
託
を
進
め
ま
す
。

青
少
年
対
策
で
は
、　「（
仮
称
）

宇
治
市
青
少
年
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
施
策
の
基
本
的
方
向
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。

女
性
政
策
で
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
女
性
の
社
会
参
画
の
促

進
を
図
る
た
め
女
性
の
自
立
支

援
と
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
拠

点
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
生
涯
を
通
じ

健
康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
「
地
域
全
体
で

支
え
合
う
社
会
・
だ
れ
に
で
も

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら

推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、
介
護
支
援

専
門
員
に
対
す
る
支
援
事
業
や

利
用
者
に
対
す
る
よ
り
よ
い
制

度
の
実
現
、
生
活
支
援
型
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
自
立
対

策
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
機
能
訓
練
、

訪
問
指
導
事
業
な
ど
、
在
宅
介

護
、
要
援
護
者
の
在
宅
生
活
に

対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、「
単
独
型
痴
ほ
う
性

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
建
設
事
業

宇治市長　久保田　勇

＜公共交通＞

◇ＪＲ宇治駅南自転車等駐車場整備費 ８６３６万円

ＪＲ奈良線複線化事業負担金 ６６２２万円

京都市高速鉄道東西線延伸事業費補助金 ２億６９８９万円

＜道路など＞

◇伊勢田町４１号線道路改良事業費 ２億１３００万円

◇西田熊小路線・谷前岡本線道路改良事業費 ６０３０万円

◇法定外公共物調査費 ７７０万円

◇（仮称）くすのき広場整備事業費 ２３０万円

宇治五ケ庄線交差点改良事業費 １億２５００万円

小倉安田線整備事業費 ３億８５００万円

ＪＲ六地蔵駅前交通広場整備事業費 ３億５０万円

宇治槇島線築造事業費 ４億５０９０万円

新宇治淀線築造事業費 ８億４６０４万円

黄檗山手線築造事業費 １４億８２９５万円

＜防災＞

◇（仮称）市民健やかセンター・消防防災施設整備費 ７億８３１２万円

◇消防通信指令システム整備費 ９６００万円

◇高度救助資器材搬送車整備費 ６３０万円

◇高度救急処置シミュレーター整備費 ２１３万円

＜環境＞

☆自動車排出ガス監視測定局運営費 １７６３万円

☆ＩＳＯ１４００１認証取得費 ９００万円

☆びん・ペットボトル・発泡食品トレイ・

発泡スチロール収集運搬委託費 ６６００万円

◇廃家電収集運搬委託費 ５４０万円

☆古紙回収事業費 １６２７万円

◎庁舎太陽光発電システム設置事業費 ４０００万円

＜住宅＞

◇公営住宅ストック総合活用計画策定費 ９００万円

◇黄檗市営住宅建替事業費 １億７５００万円

木幡河原市営住宅建替事業費 ６億２１３６万円

宇治下居市営住宅建替事業費 １億２８３６万円

＜上・下水道＞

☆第６次新設拡張事業費 ４億９１０７万円

公共下水道（雨水）黄檗排水区整備事業費 ５億６４００万円

＜教育＞

◇菟道小学校体育館改築事業費 ７３２万円

☆へき地校通学対策費 １６５１万円

◇学校規模適正化検討事業費 ２０万円

☆小・中・幼保健管理費 １億４７７９万円

☆給食・調理環境充実費 ６８５７万円

☆私立幼稚園就園助成費補助金 １億６９６７万円

◇（仮称）宇治市青少年プラン策定費 １７２万円

◇育成学級施設整備費 ２８４０万円

◇教育のもり整備事業費 ２２１４万円

◇こころ生き生き体験活動推進事業費 ２４０万円

◎学校図書館新生プロジェクト事業費 ２０２５万円

＜市民文化・コミュニティ＞

◇地域社会貢献者表彰費 ３８万円

☆行政サービスコーナー運営費 ６１６０万円

＜人権施策・女性政策＞　

◇（仮称）ＪＲ宇治駅前複合施設整備費 １６５０万円

＜介護・予防・生活支援＞

☆痴ほう性高齢者グループホーム建設事業補助金 ２４１０万円

◇心身障害者介護支援（レスパイトサービス）事業費 ５２３万円

☆家族介護支援対策事業費 ５１５万円

☆在宅介護支援センター運営費 ４５９２万円

◇介護保険利用者負担軽減助成費 ２０３万円

◇ケアマネジャー支援事業費 １６０万円

☆予防接種費 １億３４１万円

＜福祉＞

◇ファミリーサポートセンター運営費 ４３０万円

◇児童虐待防止対策事業費 ６０万円

☆公立保育所運営経費 １７億３６１２万円

☆民間保育所運営費 １８億４５９４万円

☆乳幼児健康支援一時預り事業費 ７８６万円

＜保健・その他＞

◇（仮称）市民健やかセンター・消防防災施設整備費（再掲） ７億８３１２万円

◇健康づくり推進プラン策定費 １００万円

☆機能訓練事業費 ２７３２万円

☆保健指導事業費 ４８６１万円

◇仮称西小倉老人園芸ひろば整備費 ９０２万円

＜商工業＞

◎宇治市中小企業低利融資事業費 ３億６５８０万円

◎中小企業融資保証料・利子補給金 ４８７８万円

◎中小企業振興対策事業費 １７００万円

＜農林業・観光＞

☆野菜等経営安定対策事業費 １３６万円

☆高品質茶推進事業補助金 ７００万円

◇集団茶園整備構想策定費 ８０万円

◎マイメモリアル植樹事業費 ２６０万円

◎バリアフリー観光空間整備事業費 ３０００万円

○市制５０年誌発刊事業費 １１２１万円

◇ＩＴ基礎技能講習事業費 ４５４１万円

◎情報システム開発費 １億３８９９万円

情報技術基盤振興事業費 ２０００万円

○人にやさしい道づくり事業費（カムループス通り景観整備） １０００万円

○「市紹介ビデオの制作」事業費 ７２０万円

みどり豊かな住みよいまちづくり

心と心が通い合うまちづくり

健康と生きがいを育むまちづくり

地域産業の振興で

未来に飛躍するまちづくり

市民の知恵を生かす

都市経営の発想によるまちづくり

主な事業と予算額
◇は新規、☆は拡充、（新規・拡充は12年度当初予算対比）
○は50周年記念事業、◎「新生特別枠」「教育特別枠」「バリア特別枠」
［１万円未満は四捨五入］

予算案の概要
市の会計は、一般会計と、特定の事業を行うた

めの 9 の特別会計および企業会計とで構成されて
います。平成1 3年度の一般会計は5 1 4億円（市民
一人当たり27万29円）となっています。

（注）構成比については、四捨五入による。

の
補
助
制
度
を
民
家
改
造
型
や

設
備
整
備
に
も
拡
大
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
民
法
法
人
等
も
対
象

と
す
る
市
独
自
の
補
助
制
度
と

し
て
拡
大
・
助
成
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
公
衆
浴
場
利
用
型

ミ
ニ
デ
イ
、
前
期
痴
ほ
う
型
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
新
た

な
介
護
予
防
の
研
究
、
高
齢
者

活
動
・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

助
成
な
ど
生
き
が
い
対
策
事
業

を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
者

へ
の
支
援
等
事
業
の
充
実
、
公

共
施
設
や
生
活
環
境
、
情
報
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま

す
。子

育
て
支
援
策
で
は
、
定
数

の
弾
力
化
に
よ
る
乳
児
保
育
の

受
け
入
れ
増
と
保
育
環
境
の
充

実
、
民
間
保
育
園
の
分
園
方
式

に
よ
る
定
数
増
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
子
育
て
支
援
機
能

を
高
め
る
た
め
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
、

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
増
設
し
ま
す
。

保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
健

康
診
査
や
保
健
指
導
、
生
活
習

慣
の
改
善
事
業
、
各
種
検
診
や

予
防
接
種
な
ど
、
健
康
・
増
進

・
発
病
予
防
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に

保
健
セ
ン
タ
ー
、
休
日
診
療
所
、

歯
科
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
で

構
成
す
る
「（
仮
称
）
市
民
健
や

か
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防
災
施
設
」

の
複
合
施
設
の
建
設
に
着
手
し

ま
す
。

産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
雇

用
の
創
出
、
市
民
所
得
の
向
上

な
ど
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
資

制
度
（
マ
ル
宇
制
度
）
の
融
資

金
利
の
引
き
下
げ
、
融
資
限
度

額
を
大
幅
に
拡
大
。
同
時
に
国

や
京
都
府
の
融
資
に
伴
う
保
証

料
や
利
子
に
対
す
る
補
給
率
の

引
き
上
げ
も
行
い
ま
す
。
ま
た

市
内
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
販
売
促
進
や
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
の
事
業
に
も
助
成

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
産
業
基

盤
整
備
構
想
並
び
に
産
業
情
報

基
本
構
想
を
受
け
て
、
今
後
の

核
施
設
と
な
る
産
業
・
情
報
拠

点
施
設
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
企
業
誘
致
に
向
け
て

の
調
査
に
も
着
手
し
ま
す
。

農
林
業
で
は
、
伝
統
あ
る
宇

治
茶
を
守
り
振
興
し
て
い
く
た

め
、
茶
園
面
積
の
拡
大
と
新
規

造
成
や
新
植
に
支
援
を
行
い
集

団
茶
園
整
備
に
向
け
た
構
想
の

策
定
を
進
め
ま
す
。

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
メ
モ
リ
ア
ル
と
な

る
年
に
植
樹
を
し
て
い
た
だ
く

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
政
策
で
は
、
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た

「
源
氏
物
語
の
ま
ち
宇
治
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
平
等
院
・
宇
治

上
神
社
な
ど
歴
史
的
遺
産
に
恵

ま
れ
た
資
源
を
生
か
し
、
引
き

続
き
観
光
振
興
に
努
め
る
と
と

も
に
、
全
国
に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ

事
業
を
実
施
し
、
観
光
地
と
し

て
の
競
争
力
を
高
め
ま
す
。
さ

ら
に
国
土
交
通
省
の
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
観
光
空
間
整
備
事
業
」

の
採
択
を
受
け
、
高
齢
者
・
障

害
者
が
快
適
に
か
つ
安
心
し
て

観
光
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
域
の
実
態
に
即
し
た
個
性

あ
る
施
策
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

立
案
・
実
施
・
評
価
す
る
政
策

主
体
の
都
市
経
営
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
た
め

に
行
政
改
革
の
遂
行
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
み
、
第
三
次
行

政
改
革
の
実
施
事
項
六
十
七
項

目
の
完
全
実
施
を
図
り
、
行
政

の
「
ム
ダ
」
を
除
き
、
限
ら
れ

た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
な
く
施
策
の
効
率
的
な
執

行
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
市
民

の
皆
様
に
、
よ
り
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
の

公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

結
ぶ
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
構

築
を
行
い
ま
す
。

本
年
、
市
は
市
制
施
行
五
十

周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
自
ら

主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
た

だ
く
事
業
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
ご
提
案
を
い
た
だ

き
、
多
彩
な
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
と

関
係
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な

り
五
十
周
年
を
祝
い
ま
す
と
と

も
に
、
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ

く
り
の
出
発
点
に
ふ
さ
わ
し
い

記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

新　
し　
い
時
代
に
夢
を
持　
っ　
て
暮
ら　
せ　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

み　
ど　
り　
豊　
か　
な　

住　
み　
よ　
い　
ま　
ち　

づ　
く　
り　

心　
と　
心　
が　

通　
い　
合　
う　
ま　
ち　

づ　
く　
り　

健　
康　
と　
生　
き　
が　

い　
を　
育　
む　
ま　
ち　

づ　
く　
り　

地
域
産
業
の
振
興
で

未
来
に
飛
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
知
恵
を
生
か
す

都
市
経
営
の
発
想
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

黄檗山手線起工記念式典（昨年11月15日）

一般会計の内訳　単位：千円

歳入　514億円

歳出　514億円

伸び率
会　　　計　　　名 １３年度予算額 １２年度予算額

（％）

一　般　会　計 51,400,000 52,400,000 ▲11.9

交通災害共済事業 34,600 38,300 ▲19.7

国民健康保険事業 11,171,000 10,175,000 9.8

公共下水道事業 7,451,000 8,490,000 ▲12.2

老人保健事業 13,926,000 12,922,000 7.8

簡易水道事業 35,000 35,400 ▲11.1

火災共済事業 17,900 15,200 17.8

墓地公園事業 96,500 162,300 ▲40.5

飲料水供給施設事業 9,100 8,600 5.8

介護保険事業 5,240,000 4,406,000 18.9

特 別 会 計 合 計 37,981,100 36,252,800 4.8

企業（水道）会計 5,341,277 6,044,442 ▲11.6

総　　　　　計 94,722,377 94,697,242 0.0

平成13年度当初予算規模（会計別） 単位：千円、▲は減
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市
で
は
、
母
子
保
健
法
第
十

六
条
に
基
づ
き
、
妊
娠
の
届
け

出
を
し
た
人
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
市
民
課
の
窓
口
で

妊
娠
の
届
け
出
を
し
、
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
後
、

妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
の
発
行

の
た
め
に
保
健
推
進
課
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
は
、

窓
口
を
一
本
化
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
が
便
利
に
な
る
よ
う
に
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
も
保
健

推
進
課
で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
木
幡
公
民
館
、
開

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
西
小
倉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
南

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
槇
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
六
か
所
に
設
置
し
て
い

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

の
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
に
つ

い
て
は
従
来
ど
お
り
行
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
に
は
、
妊
娠

中
の
健
康
管
理
や
子
育
て
に
必

要
な
情
報
、
予
防
接
種
に
関
す

る
情
報
、
母
子
保
健
の
制
度
の

概
要
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
妊
婦
や
乳
幼
児

の
健
康
診
査
と
保
健
指
導
、
予

防
接
種
な
ど
の
記
録
を
記
入
し

て
い
く
大
切
な
も
の
で
す
。

妊
娠
と
分
か
っ
た
ら
お
早
め

に
保
健
推
進
課
で
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
す
で
に
海
外
な
ど
で

出
産
を
さ
れ
た
人
、
再
交
付
が

必
要
な
人
、
出
生
す
る
子
ど
も

が
二
人
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、

保
健
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

の
う
え
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
宇
治
市
で

母
子
健
康
手
帳
を
受
け
取
っ
た

後
、
他
市
町
村
に
転
居
さ

れ
た
場
合
も
、
手
帳
は
そ

の
ま
ま
使
え
ま
す
の
で
、

住
所
を
書
き
か
え
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
宇
治
市
で
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
妊
婦
さ
ん
で
、
宇

治
市
に
住
民
登
録
か
外
国

人
登
録
の
あ
る
人
は
、
同

時
に
妊
婦
健
康
診
査
受
診

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ

れ
は
妊
娠
中
の
健
診
に
お

い
て
定
め
ら
れ
た
内
容
に
対
し
、

公
費
で
一
定
金
額
内
で
受
け
て

い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。
京
都

府
下
の
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関

で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
で
受
診
さ
れ
て
い
る
人

は
、
保
健
推
進
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
申
請
に
よ
っ
て
、
受

診
票
の
内
容
の
一
部
金
額
を
後

日
還
付
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
母
子
健
康
手
帳

や
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健

推
進
課
（
1

内
線
２
２
６
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
、

利
用
す
る
場
合
は
要
介
護
ま

た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
対

象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

の
は
、
介
護
保
険
事
業
者
と

し
て
都
道
府
県
の
指
定
を
受

け
て
い
る
事
業
者
で
す
。

各
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
き
は
、
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

と
相
談
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
利
用
者

の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
次
の
よ

う
な
身
体
の
介
護
や
家
事
な
ど

日
常
生
活
に
必
要
な
援
助
を
行

い
ま
す
。

◇
身
体
介
護
…
①
体
位
交
換
・

移
動
介
助
（
通
院
な
ど
の
外
出

を
含
む
）
・
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い

す
に
移
る
移
乗
の
介
助
な
ど

②
ト
イ
レ
へ
の
移
動
や
お
む
つ

の
交
換
・
清
拭

せ
い
し
き

・
着
替
え
な
ど

③
食
事
や
風
呂
の
介
助
な
ど

◇
家
事
援
助
…
利
用
者
自
身
の

た
め
の
調
理
・
洗
濯
・
買
い
物

・
掃
除
な
ど
。
た
だ
し
、
家
事

援
助
を
利
用
で
き
る
の
は
、
一

人
暮
ら
し
の
人
、
ま
た
は
同
居

の
家
族
が
障
害
や
疾
病
等
の

理
由
に
よ
り
家
事
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
場
合
で
す
。

な
お
、
以
下
に
つ
い
て
は

家
事
援
助
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◎
直
接
本
人
の
援
助
に
該

当
し
な
い
こ
と
＝
（
例
）
利

用
者
以
外
の
人
の
洗
濯
・
調

理
・
買
い
物
、
利
用
者
自
身

の
居
室
以
外
の
掃
除
・
来
客

の
応
対
　
◎
本
人
の
日
常
生

活
の
援
助
に
該
当
し
な
い
こ

と
＝
（
例
）
草
む
し
り
、
犬

の
散
歩
や
ペ
ッ
ト
の
世
話
、

大
掃
除
や
家
具
の
修
理
等

◇
身
体
介
護
の
場
合
…
◎
30

分
未
満
の
場
合
＝
約
２
１
０

円
　
◎
30
分
以
上
１
時
間
未

満
の
場
合
＝
約
４
１
０
円

◎
１
時
間
以
上
の
場
合
＝
約

６
０
０
円
で
30
分
増
す
ご
と

に
約
２
２
０
円
を
加
算

◇
家
事
援
助
の
場
合
…
◎
30

分
以
上
１
時
間
未
満
の
場
合

＝
約
１
６
０
円
　
◎
１
時
間

介
護
保
険
課
（
1

内
線
２
３
４
３
）

問
介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し
⑪

以
上
の
場
合
＝
約
２
３
０
円
で

30
分
増
す
ご
と
に
約
９
０
円
を

加
算

◇
身
体
介
護
と
家
事
援
助
が
同

程
度
行
わ
れ
る
場
合
…
◎
30
分

以
上
１
時
間
未
満
の
場
合
＝
約

２
８
０
円
　
◎
１
時
間
以
上
の

場
合
＝
約
４
１
０
円
で
30
分
増

す
ご
と
に
約
１
５
０
円
を
加
算

◇
夜
間
（
午
後
６
時
〜
10
時
）

ま
た
は
早
朝
（
午
前
６
時
〜

８
時
）
に
利
用
す
る
場
合
…

前
記
金
額
の
25
％
を
加
算

◇
深
夜
（
午
後
10
時
〜
午
前

６
時
）
に
利
用
す
る
場
合
…

前
記
金
額
の
50
％
を
加
算

※
表
示
額
は
費
用
の
１
割
負

担
の
額
で
す
。

訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

在
宅
高
齢
者
介
護
激
励
金
の

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
①

介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が

基
準
日
（
平
成
十
三
年
七
月
一

日
）
に
お
い
て
、
六
十
五
歳
以

上
で
、
②
介
護
を
受
け
て
い
る

高
齢
者
に
つ
い
て
基
準
日
の
三

か
月
前
（
四
月
一
日
）
か
ら
基

準
日
前
日
（
六
月
三
十
日
）
ま

で
引
き
続
き
介
護
保
険
の
要
介

護
３
・
４
・
５
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
ま
だ

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
の
人
で
激
励
金
の
支
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
三

月
三
十
日
f

ま
で
に
要
介
護
認

定
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
申
請
に
つ
い
て
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
健
康
生
き
が
い
課

（
1

内
線
２
３
４
８
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

在
宅
高
齢
者
介
護
激
励
金
支
給

の
た
め
の
要
介
護
認
定
の
申
請

は
3
月
30
日
ま
で
に
！

市
で
は
、
高
齢
者
が
市
内
の

施
術
所
（
契
約
外
の
一
部
施
術

所
を
除
く
）
で
、
あ
ん
ま
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は
り
・
き

ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
分
の

助
成
証
明
書
の
交
付
申
請
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
…
宇
治
市
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

人
で
、
平
成
13
年
４
月
１
日
現

在
、
満
65
歳
以
上
の
人
（
65
歳

未
満
の
人
は
65
歳
の
誕
生
日
以

降
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
請
方
法
…
市
内
各
公
民
館

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
契
約
施

術
所
に
置
い
て
い
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、

市
役
所
健
康
生
き
が
い
課
へ
持

参
か
郵
送
、
ま
た
は
各
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
３
月
21
日
d

ま
で

に
申
請
し
た
人
に
は
、
３
月
末

に
助
成
証
明
書
を
郵
送
（
以
後

順
次
）
し
ま
す
。
な
お
、
３
月

中
の
申
請
に
つ
い
て
は
郵
送
で

の
交
付
に
な
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項
…
窓
口
で
の
交
付

は
４
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。
申

請
に
は
、
印
鑑
と
本
人
の
健
康

保
険
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。
な
お
、

12
年
度
分
の
助
成
証
明
書
の
有

効
期
限
は
３
月
31
日
g

ま
で
で

す
。
４
月
に
入
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
健
康
生
き
が
い
課

（
1

内
線
２
３
４
８
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

13年度分 高齢者
あんま・マッサージ・
指圧・はり・きゅう

施術費助成証明書申請受付
交付申請受付中

京
都
府
環
境
影
響
評
価
条
例

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦

覧
を
京
都
府
が
行
っ
て
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
方
法
書
の
内
容
に
つ

い
て
、
環
境
の
保
全
と
創
造
の

見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
人
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
自

ら
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
事
業
名
称
…
長
谷
山
清
掃
工

場
更
新
事
業

◆
建
設
場
所
…
城
陽
市
富
野
長

谷
山
１
ー
２
７
０
（
現
有
施
設

敷
地
内
）

◆
建
設
事
業
実
施
主
体
…
城
南

衛
生
管
理
組
合

◆
施
設
及
び
規
模
…
一
般
廃
棄

物
焼
却
施
設
２
８
０
ｔ
／
日

（
１
４
０
ｔ
／
日
×
２
基
）

◆
縦
覧
場
所
…
市
役
所
環
境
企

画
課

◆
縦
覧
期
間
・
時
間
…
４
月
２

日
b

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
及
び
午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で

◆
提
出
期
間
…
４
月
16
日
b

ま

で◆
提
出
先
…
京
都
府
企
画
環
境

部
環
境
管
理
課
指
導
係
（
〒
６

０
２
│
８
５
７
０
、
京
都
市
上

京
区
下
立
売
通
り
新
町
西
入
藪

ノ
内
町
）

◆
問
い
合
わ
せ
…
環
境
企
画
課

（
1

内
線
２
２
５
６
）

長
谷
山
清
掃
工
場
更
新
事
業
の

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

事
業
の
概
要

縦
覧
場
所　
・

期
間　
・　
時
間

市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
Ａ
４

判
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
宇

治
市
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

「
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
」
を
中
心

に
山
間
地
の
四
季
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
各
月
の
行
事
予

定
や
税
の
納
期
、
保
健
予
防
年

間
日
程
、
各
種
相
談
案
内
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
ご
家
庭
に
は
、　
町
内　
（
自

治
）
会
長
さ
ん
や
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
管
理
人
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
町
内
会　（
自
治
会
）　経
由

な
ど
で
配
布
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
ご

家
庭
は
、
は
が
き

か
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
、
来
庁
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
中

旬
に
は
市
役
所
一

階
行
政
情
報
室
、

市
内
各
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
・
市
立
図
書
館
、

文
化
セ
ン
タ
ー
や
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
槇
島
管
理
事
務
所
に
も
置

き
ま
す
。
各
窓
口
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

広
報
課
（
1

内
線
２
０
７
０
、

フ
ァ
ク
ス
20
・
８
７
７
９
）

13 年度版

意
見
書
の
提
出

期
間
と
提
出
先

介
護
サ　
ー　
ビ　
ス　
の
内
容

自
己
負
担
は
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ところ…善法隣保館u講師…京都

文教大学・竹口等さんu参加費…

無料　 同館（12 3 - 3 2 3 7）。

■トレーニング機器実技講習会
uとき…3月 2 4日g、午後1時

半～uところ…黄檗体育館u対象

…1 5歳（中卒）以上u定員…先着

30人u参加費…1 0 00円（印鑑持参）

3月 1 1日aから同館（13 3 -

4 0 0 1）へ。顔写真（３× 2 . 5 ）

が必要。

■巡回ビデオシアター
毎月1日・1 5日は「防火の日」。

この日の催しとして映画「マグニ

チュード」を上映します。uとき

…3月 2 5日a、午後1時半～3時

uところ…開地域福祉センター（開

町4 4 - 1 3）u参加費…無料u定員

…先着80人 西消防署（12 0 -

3 9 0 0）。

■肢体障害者教室・人権講座「生
きる～障害者から見た人権～」
uとき…3月 2 5日a、午後1時

半～3時半 uところ…総合福祉会

館u講師…京都市肢体障害者協会

理事長・ 山弘さんu対象…市内

在住・在勤の肢体障害者と一般希

望者u定員…先着30人u参加費…

無料　 3月 2 3日fまでに社会教

育課（1内線2 6 1 5）。

■耳のこと何でも講座
uとき…3月 2 7日c、午後1時

半～4時 2 0分uところ…西小倉地

域福祉センターu内容…講演「聞

こえが悪くなってきた時」、補聴

器の上手な使い方、要約筆記につ

いて、利用できる福祉制度など u

参加費…無料　 障害者母子福祉

課（1内線2 3 0 6）。

お知らせ
■東宇治・広野・西宇治各中学校

運動場の夜間使用登録
u使用期間…4月1日～ 1 4年3

月3 1日、午後6時半～9時半 u対

象…市内在住の 1 0 人以上の団体

（登録は1校のみで重複は不可）

u料金（3 0分間）…東宇治中（全

面1 5 0 0円、半面 7 5 0円）、広野中

（全面 1 0 0 0 円）、西宇治中（全面

問

申

問

セン
チ

申

問

催し
■植物公園

同園（14 5 - 0 0 9 9）。入園料

が必要です。

＜宇治市植物公園タペストリー

展＞絵柄が出来上がるまでの工程、

過去の絵柄の図案と写真、使用用

土、器材、花材についてパネルと

実物を展示。 uとき…3月13日c

～1 8日a。

＜春を告げる植物展・第1部＞

一般公募をした生け花・フラワー

アレンジメント・鉢物などを展示。

u内容・期間…パートⅠ（生け花

・フラワーアレンジメント）＝3

月20日-～21日d、パートⅡ（生

け花・フラワーアレンジメント）

＝3月24日g～25日a、パートⅢ

（鉢物）＝3月 2 0日-～2 5日a。

■大久保青少年センター
＜おはなし会＞uとき…3月 1 4

日d、午後3時半～4時 u内容…

大型絵本とおはなしu対象…幼児

以上u参加費…無料　 同センタ

ー（14 4 - 7 4 4 7）。

■省エネライフ講演会
uとき…3月 1 9日b、午後2時

～uところ…市役所8階大会議室

u講師…日本環境保護国際交流会

（N G O）・細木京子さん u定員…

先着50人 u参加費…無料　 環

境企画課（1内線2 2 5 5）。

■「部落差別、女性差別」に
ついての講演会

部落問題、女性問題に関心があ

り、あらゆる差別を無くそうとす

るすべての人に善法婦人学級が呼

びかけて開催します。uとき…3

月2 1日d、午後7時半～9時半 u

申

問

問

1 2 50円） 3月15日e～19日b

（土・日曜を除く）、午前9 時～

午後4時に直接、各中学校開放委

員会（東宇治中13 2 - 2 1 3 1、広野

中14 4 - 3 8 6 6、西宇治中14 3 - 6 4

5 7）へ。

■リサイクル自転車販売会
uとき…3月24日g、午前10時

半～uところ…総合福祉会館前広

場u販売台数・価格…約40台。5 0

0 0円～1万円（ 5 0 0円刻み）、希

望者多数の場合は抽選　 宇治市

リサイクル自転車販売協議会事務

局（同胞の家内12 0 - 4 0 8 0）へ。

■戦争体験文集を差し上げます
宇治市平和都市推進協議会では、

平和の大切さを後世に伝えるため、

市民の皆さんに戦争当時の暮らし

の様子や記憶を寄稿いただき、

『2 0世紀の過ちを繰り返さないた

めに～戦争体験文集～』として編

集・発行しました（Ｂ5判・52頁）。

この文集をご希望の人に無料で差

し上げます。企画管理部総務課

（1内線2 0 5 2）までお越しくださ

い（郵送不可・部数に限りあり）。

また、文集は市立図書館をはじめ、

各公民館・コミュニティセンター

などにも置いています。ご覧くだ

さい。

■市の公園・遊園に遊具を設置
市では7自治総合センターの宝

くじコミュニティ助成事業により、

次の5か所に遊具を設置しました。

公園緑地課（1内線2 4 1 7）。

募集
■発達相談員（嘱託職員）

u応募資格…大学院で乳幼児の

発達心理などを履修し、乳幼児の

発達相談や療育などの業務経験の

ある人u業務内容…市の母子保健

事業において乳幼児の発達診断・

相談・教室などu募集人数…1人

u勤務時間…週5日、午前8時半

～午後5時1 5分u選考…面接のう

え決定　 3月 1 9日bまで（必着）申

問

問

申 に市販の履歴書（要写真）を保健

推進課（1内線2 2 6 3）へ。

■保育士臨時職員
u応募資格…保育士資格のある

人u業務内容…１歳8か月児健診

時の参加者に保育指導などu募集

人数…若干名 u勤務日・時間…1

歳8か月児健診時（月４回）・午

後1時～5時1 5分u選考…面接の

うえ決定　 3月 1 9日bまで（必

着）に市販の履歴書（要写真）に

保育士資格証の写しを添え、保健

推進課（1内線2 2 6 3）へ。

■非常勤看護婦（士）
在宅ケアに熱意のある人を望み

ます。u応募資格…①昭和21年4

月2日以降に生まれた②看護婦（士）

資格がある③午前・午後を問わず

半日単位で週4回程度勤務できる。

以上をすべて満たす人u業務内容

…在宅療養者に対する保健事業に

従事u募集人数…若干名　 3月

1 2日b～2 1日d（必着）に指定の

履歴書（要写真）に看護婦（士）資格

証の写しを添え、宇治市福祉サー

ビス公社西小倉（〒 6 1 1 - 0 0 42小

倉町山際6 3-1西小倉地域福祉セン

ター内12 2 - 3 2 0 7）へ郵送か持参

で。指定の履歴書は各福祉サービ

ス公社にあります。

■スポーツ安全保険加入団体
u対象…スポーツ・文化・ボラ

ンティア・指導活動などを行う5

人以上の団体やグループu保険期

間…4月1日午前0時～ 1 4年3月

3 1日午後1 2時。4月1日以降申し

込みの場合は掛け金の振り込み日

の翌日午前0時から　 生涯スポ

ーツ課（1内線2 6 2 2）。

官公署・その他

問

申

申

■城南勤労者福祉会館
3月 1 3日cから同館（14 6 -

0 7 8 0）へ。

＜演歌歌唱教室＞読譜と発声の

力をつけ、正しく歌唱するコツを

学びます。uとき…4月 1 4日から

第2・4土曜の6か月間、午後7

時～9時。12回u定員…先着25人

u受講料…6 0 0 0円。

＜ちぎり絵教室＞和紙を細断し

た材料でちぎり絵の基礎を学びま

す。uとき…4月 1 9日から毎月第

3木曜の午前 1 0時～正午。6回 u

定員…先着20人u受講料…3 0 00円

（要別途材料費7 5 00円）u持ち物

…はさみ、のり、鉛筆、目打ち、

手拭き。

■たいあっぷ住宅空き家入居者募集
府では中堅勤労者向け公共賃貸

住宅の空き家入居者を募集します。

u募集戸数…メモリアルマンショ

ン（木幡金草原1 6 - 1）＝6戸、ソ

レーユ大久保（大久保町上ノ山 1 -

1）＝2戸 u受付…先着順（土・

日曜、祝・休日を除く）u受付場

所…京都府住宅供給公社（京都府

庁西別館1階） 同公社民間住

宅課（10 7 5 - 4 3 2 - 2 0 8 6）。所得制

限等の入居資格、家賃の減額制度

があります。

■緊急地域雇用特別対策事業
簿記検定講座

宇治商工会議所（12 3 - 3 101）。

＜日商簿記2級・6月検定講座＞

uとき…3月19日b～5月16日d、

午後6時半～9時。2 4回u定員…

先着2 0人u費用…2万 8 0 0 0円。

＜日商簿記3級・6月検定講座＞

uとき…4月3日c～5月15日c、

午後6時半～9時。1 2回u定員…

先着2 0人u費用…1万 6 0 0 0円。

申

問

申

土手　都花沙ちゃん（6歳）

千　晴ちゃん（3歳）

美　晴ちゃん（3歳）

憲　子さん

（大久保町旦椋）

平
成
十
年
二
月
に
、

あ
る
新
聞
店
の
勧
誘

員
の
訪
問
販
売
を
受
け
ま
し

た
。
断
っ
て
い
た
の
で
す
が

「
と
る
の
は
後
で
も
い
い
か

ら
契
約
し
て
ほ
し
い
、
景
品

も
つ
け
ま
す
」
と
言
わ
れ
、

断
り
切
れ
ず
、
十
三
年
二
月

か
ら
二
年
間
の
購
読
契
約
を

し
て
、
契
約
書
の
控
え
と
洗

剤
を
一
年
分
も
ら
い
ま
し
た
。

十
三
年
一
月
に
な
っ
て
家
族

か
ら
「
今
の
新
聞
が
い
い
」

と
言
わ
れ
、
実
際
に
新
聞
が

入
っ
て
く
る
前
に
断
ろ
う
と

新
聞
店
に
申
し
出
ま
し
た
が
、

応
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
だ
新
聞
を
と
っ
て
い

な
い
の
に
解
約
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
事
例
の
場
合
、

契
約
日
は
三
年
前
に

な
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
は
契
約
日
か
ら
八
日

以
内
で
す
の
で
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
は
不
可
能
で
す
。

た
だ
、
新
聞
の
契
約
時
に
、

公
正
取
引
ル
ー
ル
で
認
め
ら

れ
て
い
る
以
上
の
景
品
を
つ

け
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
聞
に
つ
け
る
景
品

に
関
す
る
公
正
取
引
ル
ー
ル

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
平
成
10
年
４
月
30
日
以
前

の
契
約
…
景
品
を
つ
け
る
こ

と
は
禁
止

②
平
成
10
年
５
月
１
日
か
ら

平
成
12
年
８
月
31
日
ま
で
の

契
約
…
新
聞
代
金
３
か
月
分

の
８
％
ま
で
可

③
平
成
12
年
９
月
１
日
以
降

の
契
約
…
新
聞
代
金
６
か
月

分
の
８
％
ま
で
可

こ
の
よ
う
に
、
か
な
り
先

に
な
っ
て
か
ら
実
行
さ
れ
る

契
約
、
長
期
の
拘
束
期
間
の

つ
い
た
契
約
、
複
数
年
の
契

約
を
条
件
に
一
定
期
間
の
購

読
料
を
無
料
に
す
る
と
い
う

販
売
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
多

い
の
で
、
契
約
を
す
る
と
き

は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
事
例
は
禁
止
行
為
が

あ
っ
た
の
で
、
話
し
合
い
の

結
果
、
解
決
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
契
約
時
と
現
在
の

状
況
が
大
き
く
違
う
場
合
な

ど
に
は
話
し
合
い
の
余
地
も

出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
新
聞
購

読
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
は
一
度
当
相
談
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

三
年
前
に
し
た

新
聞
購
読
契
約

を
新
聞
を
と
る

前
に
解
約
で
き

な
い
か

Ｑ

Ａ小
・
中
学
生
対
象
の
予
防
接

種
を
下
表
の
と
お
り
、
実
施
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

市
内
の
「
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
」
（
赤
い
ス
テ
ッ
カ
ー
が

目
印
）
で
個
別
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。
対
象
年
齢
の
人
は
、
一

回
分
は
無
料
で
す
。

予
診
票
は
、
各
協
力
医
療
機

関
、
保
健
推
進
課
に
あ
り
ま
す
。

同
課
（
1

内
線
２
２
６
２
）

問

種　　　　目 対象年齢 標準的対象学年
三種混合

11～13歳未満 小学６年生
（二種混合）

12～16歳未満 中学２年生

風 し ん
※今まで接種したことのない人
※中学生の風しんは、平成15年

９月30日までで終了の予定

日本脳炎
９～13歳未満 小学４年生
14～16歳未満 中学３年生

＊詳しくは12・13年度版市民カレンダーをご覧ください。

２期

２期
３期

岡本児童遊園 すべり台

遊田第2児童公園 すべり台

中畑児童遊園 すべり台

井ノ尻児童遊園 鉄　　棒

南遊田児童公園 ブランコ

「おんなじ　おんなじ」

3月13日（火）～4月28日（土）

同館（120-1511）問

中央図書館テーマ展示

同じ作品の外国語版と日本
語版を並べ、展示と貸し出し
を行います。絵・色・大きさ・
形など作品を見比べて楽しん
でください。
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久
保
田
市
長
は
、
二
月
二
十
二
日
の
市
議
会

三
月
定
例
会
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な　
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
発
表
し　
ま
し　
た
。

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持

を
い
た
だ
き
第
十
四
代
宇
治
市

長
に
就
任
し
、
再
び
市
政
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
、
最
初
の
宇
治
市

政
を
あ
ず
か
る
市
長
と
し
て
本

市
が
歩
ん
で
い
く
基
盤
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

任
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る

と
と
も
に
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
と
魅

力
あ
る
宇
治
市
を
築
い
て
い
く

た
め
の
出
発
点
と
し
て
、
今
後

の
市
政
運
営
に
あ
た
る
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
経
済
状
況
は

右
肩
上
が
り
の
成
長
が
止
ま
り
、

回
復
基
調
に
あ
る
と
は
い
え
個

人
消
費
の
低
迷
、
金
融
機
関
の

再
編
、
高
水
準
の
倒
産
な
ど
、

今
後
も
一
挙
に
好
転
す
る
と
は

予
測
し
が
た
く
、
経
済
成
長
率

は
低
い
ま
ま
で
推
移
し
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
子
・
高
齢
社
会
の
到

来
、
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
情

報
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
ま
く
社
会
構
造

は
大
き
く
か
つ
急
激
な
速
度
で

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
の

行
政
運
営
は
、
社
会
の
変
化
を

的
確
に
と
ら
え
、
制
度
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
創

意
に
あ
ふ
れ
た
政
策
の
発
想
と
、

将
来
を
見
据
え
た
長
期
的
な
展

望
に
立
っ
た
施
策
の
展
開
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、

行
政
改
革
を
不
断
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
行
政
の
責
任
領
域

の
見
直
し
、
客
観
的
な
指
標
に

基
づ
く
施
策
の
実
施
、
行
政
運

営
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、
民
間

活
力
の
活
用
な
ど
の
行
政
シ
ス

テ
ム
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

十
三
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
第
四
次
総
合
計
画
は
、
二
十

一
世
紀
の
最
初
の
十
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る
極

め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な

住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

都
市
」
を
二
十
一
世
紀
の
め
ざ

す
べ
き
都
市
像
の
基
本
理
念
と

し
、
新
し
い
宇
治
市
の
創
造
を

め
ざ
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
、
明
る
い
展

望
と
夢
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
宇

治
市
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
「
京
都
府
と
協
調
し
、
都

市
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
二
十
一

世
紀
の
ふ
る
さ
と
宇
治
の
創
造
」

「
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支

援
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
個
性
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
」
「
良
識

あ
る
市
民
の
声
を
集
め
、
独
善

と
偏
見
を
排
し
た
市
民
自
治
を

確
立
す
る
」
こ
と
を
基
本
姿
勢

と
し
、
次
の
五
つ
の
基
本
政
策

に
基
づ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
効

率
的
で
、
存
在
感
の
あ
る
諸
施

策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
で
潤
い
の
あ
る
利
便
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
み
よ

い
居
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
、
道
路
網
の
整
備
で
は
、
東

宇
治
地
域
の
交
通
渋
滞
解
消
を

図
る
幹
線
道
路
・
黄
檗
山
手
線

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
に
着
手
、

新
宇
治
淀
線
の
Ｊ
Ｒ
交
差
部
築

造
、
宇
治
槇
島
線
の
早
期
完
成
。

ま
た
市
道
周
辺
土
地
を
利
用
し

て
、
高
齢
者
等
が
憩
え
る
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
「
人
に
や
さ

し
い
道
づ
く
り
事
業
」
も
実
施

し
ま
す
。
京
都
市
高
速
鉄
道
東

西
線
の
六
地
蔵
延
伸
事
業
で
は
、

平
成
十
六
年
度
の
開
通
に
向
け
、

本
市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
広

域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

を
図
り
ま
す
。

防
災
対
策
面
に
つ
い
て
は
、

消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
更

新
、
中
消
防
署
を
「（
仮
称
）　市

民
健
や
か
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防

災
施
設
」
と
し
て
移
転
改
築
を

行
い
、
消
防
本
部
を
含
む
災
害

対
策
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
活

用
を
図
り
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

環
境
問
題
で
は
、
「
環
境
都

市
・
宇
治
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

十
三
年
度
末
を
目
途
に
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証
取
得

に
努
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
自

治
体
づ
く
り
を
、
さ
ら
に
は
市

庁
舎
に
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
削
減
を
図
り
、
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
や
さ
し
い
庁

舎
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

市
民
の
皆
様
と
事
業
者
と
行
政

が
そ
の
役
割
と
責
任
を
相
互
に

理
解
し
合
い
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
「
資
源
循
環
型
社
会
」
の

シ
ス
テ
ム
形
成
の
た
め
に
努
力

し
ま
す
。
一
方
、
公
共
下
水
道

に
つ
い
て
は
、
処
理
場
施
設
の

拡
充
ま
た
管
渠
建
設
を
計
画
的

に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
普
及

率
及
び
水
洗
化
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

自
主
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
文
化
活
動
の
支
援
育
成
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
に
、
そ
の
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

全
国
に
「
源
氏
物
語
の
ま
ち

宇
治
」
を
発
信
し
た
紫
式
部
文

学
賞
・
市
民
文
化
賞
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
源
氏
ろ
ま
ん
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

教
育
関
係
で
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
連
携
を
図
り
、

創
意
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
子

供
た
ち
を
学
び
の
主
人
公
と
す

る
学
校
改
革
を
具
現
化
す
る
た

め
に
「
学
校
新
生
緊
急
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
を
展
開
。
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
心
の
支
え
と

し
て
の
適
応
指
導
教
室
や
メ
ン

タ
ル
フ
レ
ン
ド
推
進
事
業
、
ま

た
社
会
人
講
師
の
活
用
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
学

校
施
設
整
備
十
か
年
計
画
に
基

づ
き
良
好
な
教
育
環
境
の
確
保

と
施
設
の
維
持
・
保
全
に
努
め

ま
す
。
一
方
、
十
二
年
度
か
ら

1  3  
年
度
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

実
施
し
て
い
る
学
校
給
食
調
理

業
務
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
新

年
度
も
引
き
続
き
二
校
で
民
間

委
託
を
進
め
ま
す
。

青
少
年
対
策
で
は
、　「（
仮
称
）

宇
治
市
青
少
年
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
施
策
の
基
本
的
方
向
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。

女
性
政
策
で
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
女
性
の
社
会
参
画
の
促

進
を
図
る
た
め
女
性
の
自
立
支

援
と
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
拠

点
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
生
涯
を
通
じ

健
康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
「
地
域
全
体
で

支
え
合
う
社
会
・
だ
れ
に
で
も

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら

推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、
介
護
支
援

専
門
員
に
対
す
る
支
援
事
業
や

利
用
者
に
対
す
る
よ
り
よ
い
制

度
の
実
現
、
生
活
支
援
型
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
自
立
対

策
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
機
能
訓
練
、

訪
問
指
導
事
業
な
ど
、
在
宅
介

護
、
要
援
護
者
の
在
宅
生
活
に

対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、「
単
独
型
痴
ほ
う
性

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
建
設
事
業

宇治市長　久保田　勇

＜公共交通＞

◇ＪＲ宇治駅南自転車等駐車場整備費 ８６３６万円

ＪＲ奈良線複線化事業負担金 ６６２２万円

京都市高速鉄道東西線延伸事業費補助金 ２億６９８９万円

＜道路など＞

◇伊勢田町４１号線道路改良事業費 ２億１３００万円

◇西田熊小路線・谷前岡本線道路改良事業費 ６０３０万円

◇法定外公共物調査費 ７７０万円

◇（仮称）くすのき広場整備事業費 ２３０万円

宇治五ケ庄線交差点改良事業費 １億２５００万円

小倉安田線整備事業費 ３億８５００万円

ＪＲ六地蔵駅前交通広場整備事業費 ３億５０万円

宇治槇島線築造事業費 ４億５０９０万円

新宇治淀線築造事業費 ８億４６０４万円

黄檗山手線築造事業費 １４億８２９５万円

＜防災＞

◇（仮称）市民健やかセンター・消防防災施設整備費 ７億８３１２万円

◇消防通信指令システム整備費 ９６００万円

◇高度救助資器材搬送車整備費 ６３０万円

◇高度救急処置シミュレーター整備費 ２１３万円

＜環境＞

☆自動車排出ガス監視測定局運営費 １７６３万円

☆ＩＳＯ１４００１認証取得費 ９００万円

☆びん・ペットボトル・発泡食品トレイ・

発泡スチロール収集運搬委託費 ６６００万円

◇廃家電収集運搬委託費 ５４０万円

☆古紙回収事業費 １６２７万円

◎庁舎太陽光発電システム設置事業費 ４０００万円

＜住宅＞

◇公営住宅ストック総合活用計画策定費 ９００万円

◇黄檗市営住宅建替事業費 １億７５００万円

木幡河原市営住宅建替事業費 ６億２１３６万円

宇治下居市営住宅建替事業費 １億２８３６万円

＜上・下水道＞

☆第６次新設拡張事業費 ４億９１０７万円

公共下水道（雨水）黄檗排水区整備事業費 ５億６４００万円

＜教育＞

◇菟道小学校体育館改築事業費 ７３２万円

☆へき地校通学対策費 １６５１万円

◇学校規模適正化検討事業費 ２０万円

☆小・中・幼保健管理費 １億４７７９万円

☆給食・調理環境充実費 ６８５７万円

☆私立幼稚園就園助成費補助金 １億６９６７万円

◇（仮称）宇治市青少年プラン策定費 １７２万円

◇育成学級施設整備費 ２８４０万円

◇教育のもり整備事業費 ２２１４万円

◇こころ生き生き体験活動推進事業費 ２４０万円

◎学校図書館新生プロジェクト事業費 ２０２５万円

＜市民文化・コミュニティ＞

◇地域社会貢献者表彰費 ３８万円

☆行政サービスコーナー運営費 ６１６０万円

＜人権施策・女性政策＞　

◇（仮称）ＪＲ宇治駅前複合施設整備費 １６５０万円

＜介護・予防・生活支援＞

☆痴ほう性高齢者グループホーム建設事業補助金 ２４１０万円

◇心身障害者介護支援（レスパイトサービス）事業費 ５２３万円

☆家族介護支援対策事業費 ５１５万円

☆在宅介護支援センター運営費 ４５９２万円

◇介護保険利用者負担軽減助成費 ２０３万円

◇ケアマネジャー支援事業費 １６０万円

☆予防接種費 １億３４１万円

＜福祉＞

◇ファミリーサポートセンター運営費 ４３０万円

◇児童虐待防止対策事業費 ６０万円

☆公立保育所運営経費 １７億３６１２万円

☆民間保育所運営費 １８億４５９４万円

☆乳幼児健康支援一時預り事業費 ７８６万円

＜保健・その他＞

◇（仮称）市民健やかセンター・消防防災施設整備費（再掲） ７億８３１２万円

◇健康づくり推進プラン策定費 １００万円

☆機能訓練事業費 ２７３２万円

☆保健指導事業費 ４８６１万円

◇仮称西小倉老人園芸ひろば整備費 ９０２万円

＜商工業＞

◎宇治市中小企業低利融資事業費 ３億６５８０万円

◎中小企業融資保証料・利子補給金 ４８７８万円

◎中小企業振興対策事業費 １７００万円

＜農林業・観光＞

☆野菜等経営安定対策事業費 １３６万円

☆高品質茶推進事業補助金 ７００万円

◇集団茶園整備構想策定費 ８０万円

◎マイメモリアル植樹事業費 ２６０万円

◎バリアフリー観光空間整備事業費 ３０００万円

○市制５０年誌発刊事業費 １１２１万円

◇ＩＴ基礎技能講習事業費 ４５４１万円

◎情報システム開発費 １億３８９９万円

情報技術基盤振興事業費 ２０００万円

○人にやさしい道づくり事業費（カムループス通り景観整備） １０００万円

○「市紹介ビデオの制作」事業費 ７２０万円

みどり豊かな住みよいまちづくり

心と心が通い合うまちづくり

健康と生きがいを育むまちづくり

地域産業の振興で

未来に飛躍するまちづくり

市民の知恵を生かす

都市経営の発想によるまちづくり

主な事業と予算額
◇は新規、☆は拡充、（新規・拡充は12年度当初予算対比）
○は50周年記念事業、◎「新生特別枠」「教育特別枠」「バリア特別枠」
［１万円未満は四捨五入］

予算案の概要
市の会計は、一般会計と、特定の事業を行うた

めの 9 の特別会計および企業会計とで構成されて
います。平成1 3年度の一般会計は5 1 4億円（市民
一人当たり27万29円）となっています。

（注）構成比については、四捨五入による。

の
補
助
制
度
を
民
家
改
造
型
や

設
備
整
備
に
も
拡
大
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
民
法
法
人
等
も
対
象

と
す
る
市
独
自
の
補
助
制
度
と

し
て
拡
大
・
助
成
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
公
衆
浴
場
利
用
型

ミ
ニ
デ
イ
、
前
期
痴
ほ
う
型
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
新
た

な
介
護
予
防
の
研
究
、
高
齢
者

活
動
・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

助
成
な
ど
生
き
が
い
対
策
事
業

を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
者

へ
の
支
援
等
事
業
の
充
実
、
公

共
施
設
や
生
活
環
境
、
情
報
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま

す
。子

育
て
支
援
策
で
は
、
定
数

の
弾
力
化
に
よ
る
乳
児
保
育
の

受
け
入
れ
増
と
保
育
環
境
の
充

実
、
民
間
保
育
園
の
分
園
方
式

に
よ
る
定
数
増
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
子
育
て
支
援
機
能

を
高
め
る
た
め
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
、

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
増
設
し
ま
す
。

保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
健

康
診
査
や
保
健
指
導
、
生
活
習

慣
の
改
善
事
業
、
各
種
検
診
や

予
防
接
種
な
ど
、
健
康
・
増
進

・
発
病
予
防
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に

保
健
セ
ン
タ
ー
、
休
日
診
療
所
、

歯
科
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
で

構
成
す
る
「（
仮
称
）
市
民
健
や

か
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防
災
施
設
」

の
複
合
施
設
の
建
設
に
着
手
し

ま
す
。

産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
雇

用
の
創
出
、
市
民
所
得
の
向
上

な
ど
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
資

制
度
（
マ
ル
宇
制
度
）
の
融
資

金
利
の
引
き
下
げ
、
融
資
限
度

額
を
大
幅
に
拡
大
。
同
時
に
国

や
京
都
府
の
融
資
に
伴
う
保
証

料
や
利
子
に
対
す
る
補
給
率
の

引
き
上
げ
も
行
い
ま
す
。
ま
た

市
内
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
販
売
促
進
や
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
の
事
業
に
も
助
成

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
産
業
基

盤
整
備
構
想
並
び
に
産
業
情
報

基
本
構
想
を
受
け
て
、
今
後
の

核
施
設
と
な
る
産
業
・
情
報
拠

点
施
設
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
企
業
誘
致
に
向
け
て

の
調
査
に
も
着
手
し
ま
す
。

農
林
業
で
は
、
伝
統
あ
る
宇

治
茶
を
守
り
振
興
し
て
い
く
た

め
、
茶
園
面
積
の
拡
大
と
新
規

造
成
や
新
植
に
支
援
を
行
い
集

団
茶
園
整
備
に
向
け
た
構
想
の

策
定
を
進
め
ま
す
。

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
メ
モ
リ
ア
ル
と
な

る
年
に
植
樹
を
し
て
い
た
だ
く

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
政
策
で
は
、
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た

「
源
氏
物
語
の
ま
ち
宇
治
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
平
等
院
・
宇
治

上
神
社
な
ど
歴
史
的
遺
産
に
恵

ま
れ
た
資
源
を
生
か
し
、
引
き

続
き
観
光
振
興
に
努
め
る
と
と

も
に
、
全
国
に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ

事
業
を
実
施
し
、
観
光
地
と
し

て
の
競
争
力
を
高
め
ま
す
。
さ

ら
に
国
土
交
通
省
の
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
観
光
空
間
整
備
事
業
」

の
採
択
を
受
け
、
高
齢
者
・
障

害
者
が
快
適
に
か
つ
安
心
し
て

観
光
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
域
の
実
態
に
即
し
た
個
性

あ
る
施
策
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

立
案
・
実
施
・
評
価
す
る
政
策

主
体
の
都
市
経
営
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
た
め

に
行
政
改
革
の
遂
行
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
み
、
第
三
次
行

政
改
革
の
実
施
事
項
六
十
七
項

目
の
完
全
実
施
を
図
り
、
行
政

の
「
ム
ダ
」
を
除
き
、
限
ら
れ

た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
な
く
施
策
の
効
率
的
な
執

行
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
市
民

の
皆
様
に
、
よ
り
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
の

公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

結
ぶ
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
構

築
を
行
い
ま
す
。

本
年
、
市
は
市
制
施
行
五
十

周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
自
ら

主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
た

だ
く
事
業
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
ご
提
案
を
い
た
だ

き
、
多
彩
な
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
と

関
係
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な

り
五
十
周
年
を
祝
い
ま
す
と
と

も
に
、
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ

く
り
の
出
発
点
に
ふ
さ
わ
し
い

記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

新　
し　
い
時
代
に
夢
を
持　
っ　
て
暮
ら　
せ　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

み　
ど　
り　
豊　
か　
な　

住　
み　
よ　
い　
ま　
ち　

づ　
く　
り　

心　
と　
心　
が　

通　
い　
合　
う　
ま　
ち　

づ　
く　
り　

健　
康　
と　
生　
き　
が　

い　
を　
育　
む　
ま　
ち　

づ　
く　
り　

地
域
産
業
の
振
興
で

未
来
に
飛
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
知
恵
を
生
か
す

都
市
経
営
の
発
想
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

黄檗山手線起工記念式典（昨年11月15日）

一般会計の内訳　単位：千円

歳入　514億円

歳出　514億円

伸び率
会　　　計　　　名 １３年度予算額 １２年度予算額

（％）

一　般　会　計 51,400,000 52,400,000 ▲11.9

交通災害共済事業 34,600 38,300 ▲19.7

国民健康保険事業 11,171,000 10,175,000 9.8

公共下水道事業 7,451,000 8,490,000 ▲12.2

老人保健事業 13,926,000 12,922,000 7.8

簡易水道事業 35,000 35,400 ▲11.1

火災共済事業 17,900 15,200 17.8

墓地公園事業 96,500 162,300 ▲40.5

飲料水供給施設事業 9,100 8,600 5.8

介護保険事業 5,240,000 4,406,000 18.9

特 別 会 計 合 計 37,981,100 36,252,800 4.8

企業（水道）会計 5,341,277 6,044,442 ▲11.6

総　　　　　計 94,722,377 94,697,242 0.0

平成13年度当初予算規模（会計別） 単位：千円、▲は減
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「着物よそおいサークル」は生涯

学習センターが主催した「着物よ

そおい講座」の終了後、講師の山

代谷幸子先生の人柄にひかれたメ

ンバーが集まって昨年の４月に発

足しました。現在会員は８人で、

毎月第２・４月曜の午後１時半か

ら４時まで、手持ちの着物や小物

を持ち寄って宇治公民館で活動し

ています。「着物を着ると自然に姿

勢がよくなり動作もたおやかにな

って、不思議と心もおだやかにな

るんですよ。柄や色で季節を感じ

ながら、和の心を育んでいきたい

です」と講師の山代谷先生。形式

にとらわれないで楽しく着物を着

てほしいと優しく指導されていま

す。

「もともとは、母が作ってくれ

た着物に袖を通したいという思い

で参加しました。着物を着るだけ

でなく、装う心も大切にできるよ

うにみんなで練習しています」と

代表の秋山さん。子どもの七五三

や入園・入学、パーティのときな

ど、家にある着物をたんすから出

して、袖を通してみませんか。気

軽にお問い合わせください。会費

は月 2 0 0 0 円です。［問い合わせ］

秋山さん（13 3 - 5 3 2 9）。

着物よそおいサークル

サ ー ク
さ

ル
あ 来 る

市
民
情
報

短
　
信

久
保
さ
ん
（
1

０
７
５
・
６
２

２
・
２
６
３
８
）。

◆
劇
団
ふ
た
り
５
周
年
記
念
公

演

３
月
17
日
g

、
午
後
２
時

半
開
演
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

５
百
円
。
木
原
さ
ん
（
1

22
・

０
６
２
４
）。

◆
気
功
体
験
教
室

３
月
17
日

g

、
午
前
10
時
〜
正
午
。
小
倉

公
民
館
。
講
師
は
北
京
体
育
大

学
名
誉
教
授
・
張
広
徳
さ
ん
。

無
料
（
初
心
者
歓
迎
）。
中
村

さ
ん
（
1

24
・
９
６
９
１
）。

◆
市
民
歩
こ
う
会

３
月
18
日

a

、
午
前
８
時
15
分
、
近
鉄
大

久
保
駅
前
集
合
（
雨
天
時
は
25

日
a

）。
奈
良
・
山
の
辺
の
道

方
面
。
約
10
キ
ロ
（
一
般
向
き
）。

２
百
円
。
田
中
さ
ん
（
1

24
・

６
３
３
５
）。

◆
働
き
た
い
お
ん
な
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
入
園
・
入
学
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
」

３
月
23
日
f

、
午
後
１
時
〜

３
時
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

千
３
百
円
（
材
料
費
）。

保
育

あ
り
（
要
予
約
２
百
円
）。

切

明
さ
ん
（
1

／
FAX
44
・
９
１
６

７
）。

◆
青
谷
梅
見
ウ
オ
ー
ク

３
月

24
日
g

、
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
。
Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
前
集
合
。
２

百
円
。
弁
当
持
参
。
ふ
る
里
探

訪
ク
ラ
ブ
速
水
さ
ん
（
1

31
・

５
７
１
６
）。

◆
公
開
講
座
「
巨
椋
池
の
野
鳥

に
つ
い
て
」

３
月
24
日
g

、

午
後
１
時
半
〜
３
時
。
宇
治
公

民
館
。
無
料
。
宇
治
・
人
・
未

来
塾
上
原
さ
ん
（
1

22
・
８
４

１
６
）。

◆
話
せ
る
外
国
語
の
学
習
方
法

３
月
25
日
a

、
午
後
１
時
半

〜
２
時
半
。
莵
道
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
。
無
料
。
宇
治
国
際
交

流
ク
ラ
ブ
伊
勢
村
さ
ん
（
1

43

・
１
７
１
５
）。

◆
精
神
障
害
者
家
族
の
会
「
茶

の
実
」

３
月
25
日
a

、
午
後

１
時
半
〜
４
時
。
総
合
福
祉
会

館
。
真
桑
さ
ん
（
1

20
・
３
５

４
４
）。

◆
肢
体
障
害
者
と
市
民
と
の
ふ

れ
あ
い

３
月
25
日
a

、
午
前

10
時
40
分
〜
午
後
３
時
半
。
総

合
福
祉
会
館
。　
先
着
80
人
。　（
要

申
込
）　
７
百
円　
（
昼
食
代
）。　
肢

体
障
害
者
協
会
奥
島
さ
ん
（
1

32
・
８
３
５
６
）。

◆
莵
道
歩
こ
う
会

４
月
１
日

a

、
午
前
９
時
、
京
阪
三
室
戸

駅
前
集
合
（
小
雨
決
行
）。

清

水
寺
方
面
。
10
キ
ロ
。
百
円
。

辻
本
さ
ん
（
1

22
・
０
７
７
９
）。

◆
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
デ
ー

４
月
１
日
a

・
15
日
a

、
午
後

１
時
〜
（
雨
天
中
止
）。

西
宇

治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
中
学

生
以
上
。
１
回
５
百
円
。
岩
口

さ
ん
（
1

23
・
６
５
６
９
）。

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会

４
月
２
日
b

、
午
後
１

時
〜
３
時
。
市
民
会
館
。
６
百

円
。
上
靴
持
参
。
島
崎
さ
ん

（
1

24
・
２
８
９
１
）。

◆
宇
治
オ
ー
プ
ン
（
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）
ミ
ッ
ク
ス
大
会

４
月

８
日
a

、
午
前
９
時
〜
（
雨
天

中
止
）。

東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
。
１
チ
ー
ム
２
千
円
。
岩

口
さ
ん
（
1

23
・
６
５
６
９
）。

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

４
月
28
日
g

〜
29
日
a

（
１

泊
２
日
）、

午
前
６
時
に
Ｊ
Ｒ

宇
治
駅
前
集
合
（
往
復
バ
ス
）。

徳
島
県
剣
山
頂
、
一
宇
村
泊
。

１
万
９
千
円
。
先
着
40
人
。
参

加
費
を
添
え
て
３
月
31
日
g

ま

で
に
牧
原
さ
ん
（
1

23
・
２
２

６
２
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
入
門
及
び
初

級
）

毎
週
木
曜
、
午
後
８
時

〜
９
時
50
分
。
宇
治
公
民
館
。

月
２
千
円
。
西
迫
さ
ん
（
1

23

・
６
３
０
７
）。

◆
槇
島
陶
芸
サ
ー
ク
ル

第
２

・
４
木
曜
、
午
前
10
時
〜
正
午
。

槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円

（
材
料
費
含
）。
東
さ
ん
（
1

／

FAX
45
・
１
３
６
８
）。

◆
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス　
「
ト
ラ
イ
」

第
１
・
３
木
曜
＝
午
後
１
時
〜

３
時
、
第
２
・
４
木
曜
＝
午
前

10
時
〜
正
午
。
宇
治
公
民
館
。

月
２
千
円
。
北
畠
さ
ん
（
1

22

・
２
４
６
７
）。

◆
毛
筆
習
字
教
室
「
萌
」

第

２
・
４
水
曜
、
午
前
10
時
〜
正

午
。
槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千

円
。
松
江
さ
ん
（
1

23
・
８
４

５
０
）。

◆
ボ
ー
ル
ペ
ン
習
字
教
室　「
苑
」

第
１
・
３
金
曜
、
午
前
９
時

50
分
〜
11
時
。
槇
島
コ
ミ
セ
ン
。

月
２
千
５
百
円
。
松
江
さ
ん

（
1

23
・
８
４
５
０
）。

◆
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
育
児
の
つ
ど

い
「
こ
び
と
の
す
み
か
」

４

月
か
ら
の
入
会
者
募
集
。
月
２

回
土
曜
の
午
後
。
莵
道
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
。
幼
児
・
小
学
１

〜
３
年
生　（
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
）、

４
歳
ま
で
（
わ
ら
べ
歌
）
な
ど
。

親
は
勉
強
会
。
小
松
さ
ん
（
1

32
・
４
４
７
１
）。

◆
み
ん
な
の
英
会
話
（
初
級
）

毎
週
木
曜
、
午
後
６
時
〜
７

時
半
。
西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。
月

６
千
円
。
秋
月
さ
ん
（
1

０
９

０
・
７
４
９
３
・
３
２
５
５
）。

◆
健
康
詩
吟
教
室

第
１
・
２

・
４
・
５
月
曜
（
内
月
３
回
）、

午
前
９
時
半
〜
正
午
。
市
民
会

館
。
月
３
千
５
百
円
。
小
倉
さ

ん
（
1

45
・
２
２
６
３
）。

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
（
初
級
〜

中
級
）

毎
週
土
曜
、
午
後
１

時
〜
３
時
。
城
南
勤
労
者
福
祉

会
館
。
月
５
千
円
。
中
瀬
さ
ん

（
1

52
・
６
３
７
８
）。

◆
導
引
養
生
気
功
教
室

３
月

13
日
〜
９
月
25
日
の
火
曜
、
午

後
７
時
半
〜
９
時
。
宇
治
公
民

館
。
月
２
千
円
。
水
谷
さ
ん

（
1

32
・
５
３
０
７
）。

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル　
「
三
国
志
」

第
１
・
３
・
４
月
曜
、
午
前

◆
宇
治
将
棋
教
室

◎
３
月
11

日
a

＝
午
後
１
時
〜
５
時
。
◎

３
月
17
日
・
31
日
、
４
月
７
日

の
土
曜
、
午
後
１
時
〜
５
時
。

広
野
公
民
館
中
央
公
民
館
。
い

ず
れ
も
無
料
（
初
心
者
歓
迎
）。

林
さ
ん
（
1

44
・
８
１
５
９
）。

◆
大
吉
山
周
辺
ウ
オ
ー
ク

３

月
15
日
e

、
午
前
10
時
〜
正
午
。

京
阪
宇
治
駅
前
集
合
。
２
百
円
。

ふ
る
里
探
訪
ク
ラ
ブ
速
水
さ
ん

（
1

31
・
５
７
１
６
）。

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
講
習
会

３

月
15
日
、
４
月
５
日
・
19
日
の

木
曜
、
午
後
１
時
〜
３
時
。
南

宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
材
料
費
千
円

程
度
。
内
容
は
お
ひ
な
さ
ま
と

か
ぶ
と
、
季
節
の
花
。
岩
井
さ

ん
（
1

45
・
０
４
６
６
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス　
（
初
級
・
中
級
）

体
験
講
習
会

３
月
17
日
g

。

初
級
＝
午
後
１
時
半
〜
２
時
半
、

中
級
＝
午
後
２
時
半
〜
３
時
半
。

東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
無
料
。
若

宮
さ
ん
（
1

33
・
３
９
０
８
）。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

３
月
17
日
g

、
午
後
２
時
〜
４

時
。
西
宇
治
体
育
館
。
小
学
４

〜
６
年
生
対
象
（
保
護
者
の
送

迎
要
）。

無
料
。
上
靴
持
参
。

交差点
毎月11 日号
みなさんと
作るページ

◇
投
書
コ
ー
ナ
ー
…
身
近
な
話
題
や
提
案
な
ど
を
４
百
字
程

度
で
。
写
真
も
歓
迎
（
採
用
分
に
は
粗
品
を
進
呈
）
◇
市
民
情

報
・
短
信
…
市
民
サ
ー
ク
ル
の
催
し
や
会
員
募
集
な
ど
。な
お
、

掲
載
は
紙
面
の
都
合
で
原
則
受
付
順
30
団
体
ま
で
と
し
ま
す
。

【
送
付
・
連
絡
先
】
〒
６
１
１
―
８
５
０
１
宇
治
市
役
所
広
報

課
（
1

内
線
２
０
７
０
、
フ
ァ
ク
ス
20
・
８
７
７
９
）。
４
月

11
日
号
へ
は
３
月
21
日
d

ま
で
に
。
た
だ
し
、
宗
教
・
政

治
・
あ
き
ら
か
な
営
利
活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

10
時
〜
正
午
。
木
幡
公
民
館
。

月
２
千
円
。
植
村
さ
ん
（
1

32

・
１
２
７
１
）。

◆
育
児
サ
ー
ク
ル
「
地
球
ク
ラ

ブ
」

第
１
・
３
火
曜
、
午
前

10
時
半
〜
正
午
。
木
幡
公
民
館
。

０
歳
〜
就
園
前
ま
で
の
親
子
。

年
間
５
百
円
。
小
澤
さ
ん
（
1

32
・
４
３
２
９
）。

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル
「
創
画
会
」

第
２
・
４
水
曜
、
午
後
１
時

半
〜
３
時
半
。
宇
治
公
民
館
。

月
２
千
円
。
高
橋
さ
ん
（
1

23

・
４
５
２
８
）。

◆
槇
島
茶
道
教
室

第
２
・
４

火
曜
、
午
後
１
時
〜
５
時
。
槇

島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円
。
山

本
さ
ん
（
1

22
・
９
８
３
８
）。

◆
宇
治
写
真
ク
ラ
ブ

第
３
水

曜
、
午
後
７
時
半
〜
９
時
半
。

募
　
　
集

催
　
　
し

小
倉
公
民
館
。
月
千
６
百
円
。

長
尾
さ
ん　（
1

23
・
０
５
９
０
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎

週
火
曜
、
初
級
＝
午
後
６
時
〜

７
時
半
。
中
級
＝
午
後
８
時
〜

９
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
１

回
千
円
。
中
村
さ
ん
（
1

22
・

１
７
０
２
）。

◆
陶
伸
会

陶
芸
を
楽
し
む
会

で
す
。
第
１
・
３
・
４
木
曜
、

午
後
１
〜
４
時
半
。
南
宇
治
コ

ミ
セ
ン
。
月
３
千
円
（
別
途
入

会
金
３
千
円
）。
前
田
さ
ん　
（
1

43
・
１
１
４
０
）。

◆
親
子
サ
ー
ク
ル

在
宅
で
子

育
て
中
の
親
子
対
象
。
０
歳
か

ら
１
歳
半
ま
で
＝
火
曜
、
１
歳

半
か
ら
２
歳
半
ま
で
＝
月
曜
、

２
歳
半
か
ら
就
園
前
ま
で
＝
水

曜
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11

時
半
。
月
３
百
円
。
の
ぼ
り
児

童
館
（
1

33
・
８
３
７
５
）。

◆
宇
治
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
社
会
人
及
び
企
業
団
体
登

録

登
録
料
一
般
５
千
円
、
団

体
１
万
円
（
い
ず
れ
も
協
賛
金

含
む
）。
募
集
要
項
及
び
連
絡

は
林
さ
ん　（
1

22
・
１
８
０
０
）。

◆
女
性
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室

毎
週
月
曜
夜
間
、
北
宇
治

中
学
校
か
毎
週
火
曜
午
前
、
黄

檗
体
育
館
。
18
歳
以
上
で
未
経

験
者
可
。
月
約
３
千
円
。
募
集

要
項
及
び
連
絡
は
福
田
さ
ん

（
1

24
・
７
０
４
０
）。

◆
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

毎

週
土
曜
午
後
、
西
宇
治
体
育
館
。

月
約
２
千
５
百
円
。
募
集
要
項

及
び
連
絡
は
松
本
さ
ん
（
1

31

・
５
６
４
８
）。

国
道
24
号
線
（
大
久
保
バ

イ
パ
ス
）
と
府
道
宇
治
淀
線

が
交
差
す
る
大
久
保
田
原
交

差
の
立
体
化
が
完
成
し
、
去

る
二
月
二
十
日
c

の
午
後
二

時
か
ら
使
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
高
架
橋
（
久
御
山
町

林
〜
大
久
保
町
田
原
間
、
延

長
六
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
、

大
久
保
田
原
交
差
点
の
交
通

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
国

土
交
通
省
が
平
成
十
一
年
二

月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
高

架
橋
は
片
側
二
車
線
で
、
幅

員
一
六
・
二
五
メ
ー
ト
ル
。

低
騒
音
舗
装
を
施
工
し
、
路

面
の
排
水
も
迅
速
に
行
わ
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
架
橋
の
車
両
通
行
の
使

用
開
始
に
先
立
ち
、
二
月
十
八

日
a

の
午
後
二
時
か
ら
、
歩
行

者
へ
の
一
般
開
放
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
車
の
通
ら
な
い
新
し
い

道
を
歩
け
る
の
は
こ
の
日
だ
け

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
約
千
人

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
途
中
記
念
撮
影
な

ど
を
し
な
が
ら
、
渡
り
初
め
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲完成した高架橋を歩こうと大勢の人が訪れました（2月18日）

国
道
24
号
線
大
久
保
田
原
高
架
橋
完
成

2
月
2  0  
日

（火）
か
ら
使
用
開
始
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